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【1. 研究背景】 

 ボランティア活動に参加したいと思っても、

初心者の場合、なかなか行動に移せないことが

多い。そのような初心者でもボランティアをよ

り身近に感じてもらい、役に立つ喜びややりが

いを得ることが容易にできればと考えたことが

本研究の動機である。 

【2. 研究対象・研究目的】 

本研究ではボランティア未経験者を対象に、

ボランティアに対する不安を取り除き、ボラン

ティア活動を支援するシステムを提案すること

を目的とする。 

【3. 現状分析】 

ここではまず、ボランティアに対してどんな

イメージを持っているのかを明らかにするため

大学生を対象にアンケート調査を行った。 
 

表 1 大学生のボランティアに対する調査（男女 34 名） 

ボランティア経験者 18％ 

ボランティアをしてみたいか 53％ 

ボランティアに持っている 

主なイメージ 

助け合い（68％） 

人のため（56％） 
 

調査の結果（表 1）、多くの人がボランティア

に対してプラスのイメージを持っており、ボラ

ンティア活動をしてみたいと思っていることが

わかった。  

次に、ボランティア活動をするにあたりどの

ような問題があるのかを把握するため、調査を

行なった。 

森（2010）によると、ボランティア活動に参

加する際の障壁になるものとして、以下の点で

あることが示されている[6]。 
 

⚫ 初心者は自分にどのような活動ができるかわからな

いため、自分に合ったボランティア活動を探すこと

は難しい 

⚫ ボランティアに参加するきっかけがない 
 

また、ボランティアに参加するきっかけとし

て他人からの紹介が有効であることも明らかに

なった。 

 

次に、上記の点を踏まえ、下記の代表的なボ

ランティアに関するサイトの分析を行った。 
 

⚫ Yahoo!ボランティア 

Yahoo!ボランティアとは、Yahoo! JAPAN が社会貢献

事業の一環として提供しているサービス[2] 

⚫ ボランティアプラットフォーム 

現地ニーズと支援ソースをマッチングする WEB サー

ビス[1] 
 

上記のサイトをボランティア初心者の視点で

分析した結果、これらのサイトは本研究の対象

である自分に何ができるかわからない初心者が

簡単に検索できるシステムではないことが明ら

かになった。さらに、参加するきっかけを与え

てくれる機能も存在しないことも明らかになっ

た。 
 

現状分析のまとめ 
 

⚫ 初心者のボランティアに対するイメージと実際に募

集されているボランティアの情報の間にはギャップ

があるため、自分に合ったボランティアを検索する

ことは難しい 

⚫ 初心者は他者からの紹介や勧誘など、ボランティア

に参加するきっかけが必要 

【4. システム提案】 

本研究では、①初心者の持つイメージからボ

ランティア活動を検索する機能と、②ボランテ

ィア活動をするきっかけを提供する機能をもつ

ボランティア活動参加支援システムを提案する

（図 1）。 
 

・ ボランティア活動検索機能 

ここでは、森（2010）が明らかにしたボラ

ンティア活動の動機と実際のボランティア活

動の関連[6]を解釈し直したもの（表 2 参照）

を利用し、初心者の持つイメージと求める条

件（日時、場所、必要な資格等）から合致す

るボランティアを提示する。 
 

・ きっかけ提供機能 

対象とするボランティア活動に興味はある

ものの参加に至らない場合に利用する機能。

ここで、「興味あり」を選択すると、運営団

体と、既に参加を決めた人・同じく興味があ

る人のプロフィールを相互に閲覧可能になり、

コミュニケーションを要請できる。双方が合

意した場合、コミュニケーションが可能にな

り、ボランティア参加のきっかけを提供する。 
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表 2 動機とボランティア活動の関係 

動機 関係するボランティア活動 

身体を動かせる 
肉体的な活動 
例）街中のゴミ拾い、農作業の手伝い 

人助けができる 
苦境にある人を支援する活動 
例）老人の世話、障がい者支援、震災

支援 

自然と触合える 
自然と直接関われる活動 
例）農作業の手伝い、生物の生息地保

護、里山の保全 

人々と触合える 
コミュニケーションが目的の活動 
例）老人のお世話、子供の遊び支援、

イベントの運営 

仲間が広がる 
コミュニケーションが必要な活動 
例）障がい者支援、地域の観光案内、

海岸での油回収 

社会の役に立つ 
社会のための活動 
例）海岸での油回収、街中での植樹、

山川海のゴミ拾い 

【5. 評価実験】 

提案したシステムの有効性を図るため、実際

にシステムを利用してもらい、評価実験（5 段階

評価）を行なった。 
 

表 3 提案システムの有効性（大学生 12 名を対象） 

目的にあった検索結果が提示されたか 4.2 

他人に誘われることで参加するきっかけと

なったか 
4.3 

本システムを利用したいか 4.1 
 

効果検証の結果、システムを利用することで

ボランティアに参加するハードルが下がること

がわかった。ユーザーの求める条件を加え、複

数のボランティアサイトを利用して DB を作る必

要がある。 

【6. 結論】 

本研究で提案したシステムを利用することに

より、初心者がボランティア活動に参加するハ

ードルを下げ、人の役に立つ経験が容易にでき

るようになることが確認された。今後は、DB を

より充実させ、検索結果の拡充を目指すととも

に、きっかけ提供機能の改良をする予定である。 
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図１ 提案システムの概要 
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